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発生学は、卵というたった一個の細胞

が、複雑な形と機能をもった大人の体

になる仕組みを調べる学問です。最初

は卵の成長をじっくり観察することから

始まりましたが、今では遺伝子の機能を

調べるゲノム研究抜きには語れない分

野です。発生学の研究には、いろいろ

な動物が使われています。でも、その動

物たちは、みなさんが動物園でよく見る

動物たちとは、ちょっと違う動物たちば

かりです。ゲノム広場の会場を見渡して

も、人間以外の動物といえば、線虫、

ショウジョウバエ、アフリカツメガエル、

メダカ、ニワトリに、マウス・・・研究者は、

どうして、こんなに変な動物ばかり使っ

ているのでしょう。

これらのさまざまな実験動物を使った研

究には、どのような点でメリットがあるの

か、という素朴な疑問に答えたいと思い

ます。最近の発生学では、万能細胞と

か、夢の細胞とも呼ばれるＥＳ細胞（胚

性幹細胞）も、とても注目されていて、私

たちの研究室の最大のテーマでもあり

ます。このＥＳ細胞についても、ご紹介

します。

発生学で使われる動物たち
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ヒトゲノムの解読によって、私たち人間に

は約３万個の遺伝子があることが分かり

ました。しかし、このうち大部分の遺伝

子については、どんな働きを持っている

のか、実はさっぱり分かっていません。で

は、どうやってこれらの遺伝子の働きを調

べれば良いのでしょうか？

その遺伝子がいつ・どこで働いているの

かがわかれば、働きを知るための重要な

ヒントになります。さらに、その遺伝子が

壊れた場合に、生き物にどんな影響が

あるかを観察することもまた、遺伝子の

働きを調べる上で大切な情報です。これ

らを手がかりとしてその遺伝子の働きを

突き止めて行くのです。

そこで重要になってくるのが、実験モデル

生物です（人間を直接、実験に使うこと

はできませんからね）。その中でも我 は々、

線虫、Ｃ.エレガンスという生き物に注目

しました。C.エレガンスはちっぽけな生き

物ですが、２万近い遺伝子を持っていて、

中にはヒトの遺伝子と同じ働きをする遺

伝子も多数見つかっています。線虫では

遺伝子の働きをいろいろな角度から調べ

ることができるので、世界中で研究が進

められています。

我々の展示では、どのようにして遺伝子

の働きを調べるのか、わかりやすく説明し

ます。ちび線虫、ぐるぐる線虫など、いろ

んな線虫も展示します。ぜひ私たちの展

示までおいで下さい。

線虫ゲノム・遺伝子の働きを調べる
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ホヤは，私たち脊椎動物と近縁の動物

ですが，細胞の種類・数が少なく体のつ

くりがとても単純です（図1）。ホヤの胚

では，細胞数が約100個になる頃までに

は，ほとんどの細胞が「将来筋肉になる」

とか「将来神経になる」などというように

将来の運命を決めてしまいます（図2）。

ヒトでは，細胞数が数千個に増えた後で

も，一つ一つの細胞が将来何になるか

は決まっていません。ですから，ホヤは，

体づくりの仕組み（胚のどの細胞が将来

体のどの部分の細胞になるのかというプ

ランがどうやって決まるのか）を研究する

のに適しているのです。ところで，体をつ

くる設計図は遺伝子に書き込まれていま

す。ホヤの遺伝子の数はヒトの半分くら

いしかないことがわかったので，その点で

もホヤは研究対象として優れていると言

えます。私たちは，DNAマイクロアレイな

どの新しい手法（図3）を利用して，ホヤ

胚で働く遺伝子を（可能な限り）全部見

つけて，それらの遺伝子がどうやって体を

つくるのかを調べようとしています。

体をつくる遺伝子のはたらきを全部調べよう
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「アサガオ」と聞けば、普通は青や紫の

丸い花を思い浮かべると思います。でも、

九州大学で保存しているアサガオは、そ

んな期待を見事に裏切ってくれる不思議

な色や形をしています（図１）。このアサ

ガオの突然変異体（変化アサガオ）は、

江戸時代に現れ、愛好家の手から研究

者の手に渡り、研究・保存されてきました。

では、なぜこのような突然変異体が生ま

れてきたのでしょうか？ 変異を起こして

いる遺伝子を調べてみると、ほとんどにト

ランスポゾン（動く遺伝子）が挿入されて

いることがわかりました。つまり、トランス

ポゾンが正常な遺伝子を分断すること

で、色や形が変化しているのです。私達

は、このようなアサガオの突然変異体を

使って、形づくりの遺伝子やトランスポゾ

ン（Tpn1ファミリー、ヘリトロン）の構造と

機能を研究しています。面白いことに、

アサガオのTpn1ファミリーの多くがアサ

ガオの遺伝子を内部に取り込んでいまし

た（図２）。また、マルバアサガオのヘリト

ロンは例外的に動くことが分かりました。

アサガオは見た目がきれいで面白いとい

うのはもちろんですが、遺伝子、ひいて

はゲノムの成り立ちについてもいろいろ

教えてくれそうです。

アサガオに故きを温ねて新しきを知る
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（図1）ホヤのオタマジャクシ（尾芽胚）

（図2）64細胞胚。
多くの細胞の
運命が決まっている （図3）マイクロアレイで遺伝子の働きを調べる

（図1）変化アサガオのいろいろ。(A) 雀斑(a-3f)、
(B) マルバアサガオの八重咲(FP)、(C)獅子咲牡
丹(fe dp)、(D)桔梗渦(s)、(E)東京古型標準型（野
生型）
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（図2）獅子遺伝子に挿入したトランスポゾン。獅子
変異体（図１C）では、正常な獅子遺伝子の末端
にトランスポゾン内部のミオシンが融合したタンパ
ク質を作られている。
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